
規

則 

埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
四
年
三
月
二
十
九
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
規
則
第
五
十
四
号 

 
 

 

埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
細
則
（
平
成
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
三
条
中
第
二
項
を
削
り
、
第
三
項
を
第
二
項
と
し
、
第
四
項
を
第
三
項
と
す
る
。 

 

第
五
条
中
「
当
該
届
出
に
係
る
者
の
印
鑑
登
録
証
明
書
又
は
」
を
削
る
。 

第
七
条
中
第
四
項
を
削
り
、
第
五
項
を
第
四
項
と
す
る
。 

 

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
三
号
ま
で
及
び
様
式
第
四
号
か
ら
様
式
第
十
号
（
二
）
ま
で
の
規
定

中
「 

」
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
条
、
様
式
第
一
号
か

ら
様
式
第
三
号
ま
で
及
び
様
式
第
四
号
か
ら
様
式
第
十
号
（
二
）
ま
で
の
改
正
規
定
並
び
に
附

則
第
四
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
婚
姻
を
し
、
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法

律
第
五
十
九
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
婚

姻
の
時
に
成
年
に
達
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
者
（
宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法

律
第
百
七
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
及
び
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
の
際
十
八
歳
以

上
の
者
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
埼
玉
県
宅
地
建
物
取
引
業
法

施
行
細
則
（
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
二
項
及
び
第
七
条
第
四
項
の
規
定
は
、

な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。 

３ 

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
に
十
六
歳
以
上
十
八
歳
未
満
の
者
で
あ
っ
て
、
改
正
法
附
則
第
三
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
婚
姻
を
し
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も

の
と
さ
れ
た
改
正
法
に
よ
る
改
正
前
の
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
七
百
五

十
三
条
の
規
定
に
よ
り
成
年
に
達
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
も
の
（
宅
地
建
物
取
引
業
法
第
四

条
第
一
項
及
び
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
申
請
の
際
十
八
歳
以
上
の
者
を
除
く
。
）
に
つ

い
て
は
、
旧
規
則
第
三
条
第
二
項
及
び
第
七
条
第
四
項
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。 

４ 

旧
規
則
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。 

○ 印
 


